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今月の主な内容

■消防団 Ｐ２
■成人式 in Oyamazaki town
　新成人に聞きました  Ｐ８
■税のお知らせ Ｐ10

祝
！
成
人

二
十
歳
の
門
出
を
友
達
と
一
緒
に
祝
い
、幸
せ
い
っ
ぱ
い
。

【
成
人
式
会
場
に
て
。８
〜
９
ペ
ー
ジ
に
関
連
】
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⑥ ⑤

③④

②

①

み
ん
な
の
暮
ら
し
の
安
全
を
陰
で
支
え
る

消
防
団

　

消
防
団
と
は
、
市
町
村
の
防
災
機
関
の
一
つ
。
常
に

消
防
署
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
山
崎
町
消
防
団
は
、
団
長
・
副
団
長
以
下
、
三
つ

の
分
団
か
ら
な
り
、
現
在
そ
の
団
員
数
は
１
１
５
人
。

そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
熱
い
心
意
気
を
胸

に
、
日
々
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
暮
ら
し
の
安
全
を
陰
で
支
え
る
消
防
団
の

力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
今
月
は
、
普
段
は
陰
の
存
在
で
あ

る
消
防
団
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

特 集

優良消防団員を表彰
　１月11日に開催した消防出初式で、日頃か
ら防火・防災に献身的に努力貢献されている
優良消防団員を表彰しました。表彰を受けら
れたのは次の皆さんです。（敬称略）
▼京都府消防協会長表彰
　功績章　第３分団　分団長　　小畑　悟
　精績章　第２分団　部長　　　小泉　伸吾
　精勤章　第１分団　分団長　　武田　雅隆
　精勤章　第２分団　副分団長　柴田　大
▼京都府消防協会乙訓支部長表彰
　第３分団　副分団長　嶋　　泰孝
　第２分団　部長　　　高橋　敏
　第１分団　班長　　　山本　圭一
▼大山崎町長表彰
　第２分団　分団長　　平尾　悟
　第３分団　団員　　　平井　武雄
▼大山崎町長特別表彰
　第１分団　部長　　　河原﨑　浩史
　第１分団　部長　　　佐田　雅史
　第１分団　班長　　　津田　定豊
　第１分団　班長　　　山本　圭一
　第１分団　団員　　　松田　信秀
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江
戸
時
代

　

八
代
将
軍
吉
宗
が
、
江
戸
南
町
奉
行
の
大
岡

越
前
守
に
命
じ
、
町
組
織
と
し
て
の
火
消
組
で

あ
る
店た
な
び
け
し

火
消
を
編
成
替
え
し
、
町
火
消
「
い
ろ

は
四
八
組
」
を
設
置
さ
せ
た
こ
と
が
今
日
の
消

防
団
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
〜
大
正

　

全
国
的
に
は
公
設
消
防
組
は
少
な
く
、
ほ
と

ん
ど
が
自
治
組
織
と
し
て
の
私
設
消
防
組
で
し

た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
明
治
27
年
に
消
防
組
規

則
を
制
定
し
、
消
防
組
を
府
県
知
事
の
管
掌
と

し
て
全
国
的
な
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
規
則
施

行
後
も
消
防
組
の
設
立
は
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
大
正
時
代
末
に
な
っ
て
よ
う
や

く
、そ
の
数
は
大
幅
に
増
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
（
戦
前
）

　

軍
部
の
指
導
で
、
民
間
防
空
団
体
と
し
て
防

護
団
が
各
地
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

消
防
組
と
防
護
団
は
統
合
さ
れ
、
警
防
団
と
し

て
昭
和
14
年
に
全
国
一
斉
に
発
足
。
警
察
の
補

助
機
関
と
し
て
、
従
来
の
水
火
消
防
業
務
に
防

空
の
任
務
を
加
え
ら
れ
て
、
終
戦
に
至
り
ま
し

た
。

昭
和
（
戦
後
）

　

従
来
の
警
防
団
は
解
消
さ
れ
、
新
た
に
全
国

の
市
町
村
に
自
主
的
・
民
主
的
に
消
防
団
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
22
年
に
公
布

さ
れ
た
消
防
組
織
法
に
よ
り
、
消
防
は
警
察
か

ら
分
離
・
独
立
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
市
町

村
の
責
務
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防

組
織
の
強
化
・
拡
充
を
図
る
た
め
、
昭
和
26
年

に
消
防
組
織
法
が
改
正
さ
れ
、
任
意
設
置
で
あ

っ
た
消
防
機
関
の
設
置
は
義
務
設
置
と
な
り
ま

し
た
。

消防団の歴史

消防出初式を開催しました
平成21年大山崎町消防出初式を、１月11日、町体育館で
開催しました。この見開きページの写真は、すべて出初
式のようすです。
①敬礼をする消防団員の皆さん　②式典であいさつをする真鍋町長
③④⑤式典での優良消防団員表彰のようす　⑥表彰を見守る消防団
員の皆さん　⑦⑧消防部隊を観閲する真鍋町長　⑨⑩式典の最後を
飾った一斉放水

⑩ ⑨

⑧

⑦
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消
防
団
長
に

聞
く

大
山
崎
町
消
防
団
１
１
５
人
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
平
井
消
防
団
長

に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

築
い
て
お
く
こ
と
が
大
切

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

―
。
こ
れ
こ
そ
が
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら

な
い
消
防
団
の
信
念
で
す
。

　

で
も
、
消
防
署
と
消
防
団
だ
け
で
は
、
消

防
能
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

例
え
ば
、
大
山
崎
町
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災

ク
ラ
ス
の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
町
内
の
全

域
に
被
害
が
発
生
し
た
と
し
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
、
大
山
崎
消
防
署
と
大
山
崎
町
消
防
団

の
３
つ
の
分
団
を
合
わ
せ
て
も
、
同
時
に
出

動
で
き
る
数
は
た
っ
た
の
４
つ
。
他
市
町
、

他
府
県
か
ら
応
援
が
来
た
と
し
て
も
、
町
内

の
全
域
で
同
時
に
消
防
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
実
際
に
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
消
防
隊
員
の
数
が
足
ら
ず
に

救
助
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
た
め
に
、
助
か

ら
な
か
っ
た
命
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
ご
近
所
の
連
携
が
強
か
っ
た
地
域
で

は
、
住
民
同
士
が
助
け
合
っ
て
早
期
に
救
助

活
動
が
行
わ
れ
、
結
果
、
多
く
の
命
が
助
か

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
頃
か
ら
、
ご
近

所
内
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
築
い
て
お

く
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
災
害
に
対
す
る

備
え
に
な
る
の
で
す
。

実
際
の
災
害
現
場
活
動
を
見
据
え
た

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

大
山
崎
町
消
防
団
が
掲
げ
る
重
点
目
標
の

１
つ
に
、「
災
害
現
場
活
動
能
力
の
向
上
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
実
際
の
災
害
現
場

で
、
消
防
団
単
独
で
も
消
防
職
員
と
同
等
レ

ベ
ル
の
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
能
力
の

向
上
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

訓
練
に
も
、
実
動
型
の
も
の
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
各
分
団

長
が
直
ち
に
出
動
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
た

め
、
１
人
の
分
団
長
が
全
体
の
指
揮
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
訓
練
も

行
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
積
極
的
な
入
団
を
！

地
域
で
は
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
！

　

消
防
団
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
が
２
点
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
も
っ

と
入
団
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

こ
数
年
、
若
者
の
入
団
が
減
少
し
、
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
団
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
将
来
的
に

消
防
団
の
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
自
主
防
災
組
織
を
積
極
的
に

組
織
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。町
が
、

広
く
設
立
を
呼
び
か
け
て
は
い
る
よ
う
で
す

が
、ま
だ
ま
だ
組
織
率
が
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事
業

所
に
対
し
て
認
定
証
を
交
付
す
る
、
消
防
団

協
力
事
業
所
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
で
す

が
、
京
都
府
下
で
こ
の
認
可
を
受
け
て
い
る

の
は
、大
山
崎
町
内
の
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
（
株
）

京
都
工
場
さ
ん
と
、
日
立
マ
ク
セ
ル
（
株
）

京
都
事
業
所
さ
ん
だ
け
な
ん
で
す
。
町
内
の

企
業
さ
ん
の
消
防
に
対
す
る
高
い
意
識
を
見

習
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
も
っ
と
消

防
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。

消防団は、地域における防災のリーダー。
町民の皆さん全員の安全・安心のために、日々 頑張っています。

大山崎町消防団長

昭和46年４月に大山崎町消防団に入団。以来、第３分
団の班長、部長、副分団長、分団長などを経て、平成
16年４月から大山崎町消防団長を務める。下植野代理
分在住、55歳。

平井 章司 ヒライ・ショウジ
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設　

備

　

各
分
団
車
庫
兼
詰
所
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
１
台
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
１
台
が
配

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

大山崎町消防団の

あらまし
大山崎町消防団は、どのような団体で、
どんな活動をしているのでしょうか？
その概要を紹介します。

組　

織

　

団
本
部
の
下
に
、
大
山
崎
、
円
明
寺
、
下
植
野

の
字
ご
と
に
分
団
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

▼
（
災
害
時
）
現
場
で
の
消
防
活
動

　

火
災
や
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
出

動
し
て
、
消
防
署
と
連
携
し
て
消
火
活
動
や

人
命
救
助
な
ど
の
消
防
活
動
に
あ
た
り
ま

す
。

近
年
の
災
害
時
の
主
な
出
動
事
例

▼
平
成
19
年
７
月

　

 

円
明
寺
小
字
海
道
で
発
生
し
た
ガ
ス
漏
れ
に

出
動
し
、
現
場
で
の
交
通
整
理
に
あ
た
り
ま

し
た
。

▼
平
成
15
年
12
月

　

 

円
明
寺
小
字
西
法
寺
で
発
生
し
た
火
災
に
出

動
し
、
消
防
署
と
連
携
し
て
屋
内
外
か
ら
延

焼
防
止
活
動
を
展
開
。
鎮
火
後
、
火
災
の
原

因
調
査
ま
で
の
間
、夜
警
に
あ
た
り
ま
し
た
。

▼
平
成
12
年
12
月

　

 

行
方
不
明
者
の
捜
索
の
た
め
、
救
助
活
動
の

一
環
と
し
て
出
動
し
ま
し
た
。

▼
（
平
常
時
）
訓
練
・
機
関
点
検

　

災
害
の
発
生
に
備
え
、
ポ
ン
プ
車
操
法
訓

練
や
水
防
訓
練
な
ど
を
繰
り
返
し
行
い
ま

す
。
ま
た
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど
の
機

関
点
検
を
、
分
団
ご
と
に
毎
月
行
い
ま
す
。

▼
（
平
常
時
）
予
防
啓
発
活
動

　

危
険
物
安
全
週
間
や
春
と
秋
の
火
災
予
防

運
動
、
年
末
の
特
別
警
戒
の
時
期
に
あ
わ
せ

て
、
街
頭
で
の
ビ
ラ
の
配
布
や
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。

　自分たちのまちは、自分たちで守る―。
　安全・安心のまちづくりに、あなたの力を貸してください。
入団資格
　町内に在住の、地域防災に熱意を持っている18歳以上の健康な男性
団員の身分など
　団員は特別職の地方公務員ですので、活動に必要な制服や活動服など
は支給されます。
補償など
　活動で負ったケガなどは、条例に基づき補償されます。また、年報酬
と出動手当てが支給されるほか、一定期間活動すると、退職報償金が支
給されます。
問・申込＝大山崎町消防署　☎956-0119

消防団員募集中

団本部

団　長

副団長

第１分団
分団長

副分団長

部　長

班　長

第２分団

（同左）

第３分団

（同左）
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反応確認
傷病者の耳元で、大声で「大丈夫ですか」
などと呼びかけながら軽く肩をたたき、反
応（意識）の有無を確認する。
なんらかの反応があれば、傷病者の訴えを
聞き、必要な応急手当を行う。反応がなけ
れば、「反応なし」と判断する。

気道の確保
片手を傷病者の額に当て、もう一方の手の
人差指と中指を傷病者のあご先の骨のある
硬い部分に当てて、頭を後ろにのけぞらせ、
あご先を上げる。

助けを呼ぶ
（119番通報とAEDの手配）

反応がなければ、大声で「誰か来て！人が
倒れています！」と助けを求める。協力者
が来たら、「あなたは119番へ通報してくだ
さい」「あなたはAED（自動体外式除細動
器）を持ってきてください」と要請する。
※ 協力者が誰も来ない場合には、次の手順
に移る前に、まず自分で119番通報をする

呼吸確認
気道を確保した状態で、自分の顔を傷病者
の胸に向けながら、頬を傷病者の口と鼻に
近づける。10秒以内に①腹部や胸の上がり
下がりがあるか、②呼吸音が聞こえるか、
③吐息を頬に感じるかの３つの判断基準か
ら、正常な呼吸の有無を判断する。

人工呼吸
気道を確保したまま、額に当てた手の親指
と人差指で傷病者の鼻をつまむ。口を大き
く開けて傷病者の口を覆い、空気が漏れな
いように約１秒かけて息を吹き込む。いっ
たん口を離し、同じ要領でもう１回吹き込
む。

胸骨圧迫（心臓マッサージ）
胸の真ん中に、片方の手の付け根を置き、
もう片方の手をその上に重ねる。ひじをま
っすぐ伸ばし、傷病者の胸が４㎝～５㎝沈
むほど強く圧迫する。
※ １分間に100回のテンポで30回連続して
行う

心肺蘇生
胸骨圧迫を30回連続で行った後、人工呼吸
を２回行う。この胸骨圧迫と人工呼吸の組
み合わせ（30：２のサイクル）を、救急隊
に引き継ぐまで続ける。

AED
心肺蘇生を施している途中でAEDが届い
たら、すぐにAEDを使う準備を始める。
AEDは、どの機種も電源が入ると音声メ
ッセージとランプで実施すべき事柄を指示
してくれるので、落ち着いてそれに従う。
※ AEDを使う準備をしている間も、でき
るだけ胸骨圧迫を継続する

１

３

２

４

５

６

７

８

いざというときのために

普通救命講習を開催します

　心肺蘇生法（人工呼吸、胸骨圧迫）、
ＡＥＤの取り扱い、止血法、その他応
急手当などの講習です。
とき＝３月８日日　9:00 ～ 12:00
ところ＝大山崎消防署２階訓練体育室
定員＝30人（先着順）
※受講無料
申込期間＝２月19日木～ 26日木
申込方法＝受講申込書（消防署に置い
ています）に必要事項を記入し下記ま
で。
問・申込＝大山崎消防署救急係
☎956‒0119

いざいざというという
ときのためにときのために
いざという
ときのために

覚えておこう！
救急救命処置の流れ。
私たちにも救える命があります。いざというとき、あなたも消防活動の一翼を担うことができるのです。

特集 消防団 　  おわり
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　第二大山崎小学校の５年生とすぎのこ学級の子どもた
ちが、学校ボランティア「みどりのエプロン」と一緒に、
いつも自分たちの安全を見守ってくれる「にやまっ子見
守り隊」の皆さんに、感謝の気持ちを込めて豚汁を振舞
いました。
　豚汁の材料のうち、大根と白菜は子どもたちが育てた
もの。そのほかの材料も、去年、子どもたちが育て、収
穫した野菜の販売収益で買ったものです。
　普段、買い物の行き帰りに、公園に１人でいる子ども
がいないかパトロールしているという「にやまっ子見守
り隊」の１人は、「ちょうどいい味。とっても美味しい
です。」と、感想を語ってくれました。

　町立各保育所でクリスマス会を開催しました。
　大山崎町保育所では、先生による「ジングルベル」や「赤
鼻のトナカイ」のハンドベル演奏、年長クラスのみんな
によるキャンドルサービスに続いて、大きな袋を持った
サンタクロースが登場すると、子どもたちは満面の笑顔
で大歓声。
　０歳児には手作りおもちゃ、１歳児にはマグカップ、
２歳児にはパズル、３歳児にはぽっくり、４歳児には縄
跳び、５歳児にはカルタがプレゼントされました。サン
タさんに会えて、プレゼントももらって、子どもたちは
大満足のようす。最後は、みんなで「あわてんぼうのサ
ンタクロース」を歌ってお見送りしました。
「また来年も来るからね、バイバイ！」
「うん、また来てねー！」

感謝を込めたアツアツ豚汁今年も来たよ！ サンタさん 1/812/24
第２回地域ふれあい交流パーティー町立保育所クリスマス会

　厳しい冷え込みとなったこの日、今年最初のいきいき
朝市「迎春特別市」が円明寺脇山広場で開催され、多く
のお客さんで賑わいました。
　会場前には、午前９時の初売り開始前から、白い息を
吐きながら今か今かと待つお客さんたちの長い行列。所
狭しと並べられた新鮮な冬野菜たちは、午前９時30分に
はほとんど完売していました。
　朝市実行委員会会長の中井さんからひとこと。
　「冬場はあまり野菜が揃わないんですが、多くのお客
さんが来てくださってありがたいですね。今年もどうぞ
よろしくお願いします。」

初売り大盛況1/10
いきいき朝市「迎春特別市」



A1  美容師として、また社会人とし
て自立する。

A2  関西美容専門学校で過ごした２
年間

A3 まだまだ現役

A1 自立した大人になります。
A2  今日こうやって成人式を迎えら

れたことです。
A3 専業主婦

A1 大学卒業
A2 高校の文化祭
A3 公務員

A1  周りのことも考えられる人にな
る。落ち着く!!

A2  振袖を着たこと!! ファーを巻け
たこと♡

A3  保育士か小学校の先生になって
て、バリバリ働きながら主婦も
やっていたい。子どもは３人く
らいほしいです♡
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１
月
12
日
成
人
の
日
、
町
体
育
館
で
成
人

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
仲
間
と
一

緒
に
人
生
に
一
度
の
こ
の
め
で
た
い
日
を
祝

お
う
と
集
ま
っ
た
多
く
の
新
成
人
で
大
賑
わ

い
。
振
袖
の
鮮
や
か
な
色
彩
が
、
会
場
の
あ

ち
こ
ち
に
彩
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、大
山
崎
町
で
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

男
性
１
２
２
人
、
女
性
75
人
。
韓
国
の
ソ
ウ

ル
で
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
と

と
も
に
、
国
内
で
は
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通
、

昭
和
天
皇
の
死
去
な
ど
の
出
来
事
が
あ
っ
た

１
９
８
８
年
度
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
で
す
。

写
真
を
展
示
・
販
売
し
ま
す

と
き
＝
２
月
２
日
月
〜
13
日
金

展
示
場
所
＝
役
場
１
階
町
民
ロ
ビ
ー

販
売
価
格
＝
１
枚
40
円

※ 

集
合
写
真
の
み
大
サ
イ
ズ
（
６
５
０
円
）

も
あ
り
ま
す
。
支
払
い
は
現
金
の
み
可

販
売
方
法
＝
申
込
用
紙
（
展
示
場
所
に
置
い

て
い
ま
す
）
に
記
入
の
う
え
左
記
ま
で
。

問
・
販
売
＝
（
役
場
３
階
）
政
策
推
進
室
秘

書
広
報
グ
ル
ー
プ
（
32
番
窓
口
）

☎
９
５
６
‐
２
１
０
１
（
内
３
１
２
）

成
人
式 in

 O
y
a
m

a
za

k
i to

w
n

Q
1　

20
歳
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
2　

こ
の
20
年
間
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Q
3　

20
年
先
の
自
分
を
予
想
し
て
み
て
く
だ
さ
い

新
成
人
に

聞
き
ま
し
た

佐野 麗紅さん指原 有規さん田中 麻依子さん柳原 大輝さん



成人式 in Oyamazaki town

A1 精神的に自立する。
A2 最後の卒業式
A3 子育てのカリスマ

A1 お酒をみんなで飲む
A2 中学生活
A3 社会人

A1 気の利く20歳になる！
A2  さっき起きた出来事が一番印象

的です！
A3 イケてる40歳になる！

A1  人に迷惑がかからないように生
きる。

A2 福田元首相の辞任
A3 主夫

A1  なりたい自分になるよう努力す
る。

A2 みんなに出会えたこと♡
A3  結婚して幸せになってる。子ど

もは小百と誠十桜。

A1  20歳の自覚と責任を持って行動す
る。いろんなことに挑戦していく。

A2  いろんな場面で人との絆を感じた
ときのこと。

A3  何とか働いているはず…。小さな
ことに楽しさや面白さを感じてい
るといいなぁと思います。それと、
世界遺産を半分は訪れている。

A1  もう社会人なので、もうちょっ
としっかり生きたいです。

A2  高校野球です。とても密度の濃
い時間でした。

A3 平和な５人家族がいいです。

A1 見た目も成人になりたい。
A2 学校
A3 しっかりお金を稼いでる。

広報おおやまざき9

佐々木 詠里子さん篠原　良さん戸倉 遥香さん中久保 潔さん

向井 謙介さん川勝 咲子さん伊藤 光昭さん松原 伊真里さん
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▼ 

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
、
申
告
書
の
提
出

は
郵
便
な
ど
で

　

給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
が
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
り

所
得
税
の
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
期
間

前
で
も
税
務
署
に
郵
送
な
ど
で
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
の
送
付
に
便
利
な
郵
送
用
封
筒
（
郵
送
料
は
自
己
負

担
）
を
町
税
務
室
で
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
・
提
出

（
〒
６
１
５‒

０
０
０
７　

京
都
市
右
京
区
西
院
上
花
田
町
10‒

１
）

右
京
税
務
署
個
人
課
税
部
門　

☎
３
１
１‒

６
３
６
６
（
代
表
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ
い

所
得
税
の
確
定
申
告
に
は
、

便
利
で
使
い
や
す
い
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
が
オ
ス
ス
メ

　

確
定
申
告
に
は
、
自
宅
や
職
場
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

告
や
納
税
が
で
き
る
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

▼
個
人
の
方
が
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
と
コ
コ
が
お
得
！

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
が
簡
単
！

②
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除
！

③
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
！

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
！

右
京
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

京
都
府
中
小
企
業
会
館

開
設
期
間

２
月
２
日
月
〜
３
月
16
日
月
（
土
日

は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※ 

当
会
場
で
の
納
税
は
不
可
。
お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

※ 

電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
不
可
。
ま
た
、駐
車
場
（
有
料
）

に
は
限
り
が
あ
る
た
め
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い

注
意！
＝
今
年
は
開
設
日
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
設

期
間
中
は
、
右
京
税
務
署
庁
舎
内
に
は
確
定
申
告
会
場
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
作
成
済
み
の
申
告
書
な
ど
の
受
付
、
納
税
、

納
税
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
申
告
用
紙
の
交
付
の
み
を
行
い
ま

す
。
開
設
期
間
以
外
（
土
日

は
除
く
）
は
、
右
京
税
務
署
で

相
談
を
行
い
ま
す
。

問右
京
税
務
署　

☎
３
１
１‒

６
３
６
６

申
告（
出
張
）相
談
の
会
場
・
日
程

　

長
岡
京
市
立
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
場
は
広
く
て
便
利
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
は

２
月
16
日
月
〜
３
月
16
日
月

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
月
〜
３
月
16
日
月
で
す
。

申
告
期
限
が
近
づ
く
と
確
定
申
告
会
場
（
京
都
府
中
小
企
業
会
館
）
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
期
間
中
は
、
町
税
務
室
で
も
申
告
書
類
を
お
預
か
り
し
て
税
務
署
に
提
出
し
ま
す
が
、
申

告
内
容
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
い
方
は
、確
定
申
告
会
場
ま
た
は
申
告（
出
張
）相
談
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
皆
さ
ん
の
確
定
申
告
は
、

池
坊
短
期
大
学
美
心
館
地
階
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー

ル
の
会
場
で
も
で
き
ま
す

開
設
期
間

２
月
２
日
月
〜
27
日
金
（
土
日

は
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※ 

２
月
22
日
日
お
よ
び
３
月
１
日
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

限
り
、
広
域
申
告
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
ま
す

譲渡所得（不動産、株式など）、贈与税（※１）、相続税の相談・取り扱いは不可
　譲渡所得、贈与税は京都府中小企業会館の確定申告会場をご利用ください。相続
税については右京税務署をご利用ください。
（※１） 平成20年分から、贈与税の申告用紙の事前送付の受け付けは廃止しました。申告書

の作成には、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください
注意！＝相談者多数の場合は、早めに受け付けを終了します。時間に余裕をもって
ご来場ください

日程（いずれも2月） 3～6 16 17 18 19 20 23 24 25 26
相談時間

曜日 火～金 月 火 水 木 金 月 火 水 木

大山崎町立中央公民館 ○ ○

 9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

長岡京市立総合交流センター3階
メインホール（JR長岡京駅前）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

向日市民会館 ○ ○

年金事前集合指導
長岡京市立総合交流センター3階
メインホール（JR長岡京駅前）

○
（年金
のみ）

 9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00
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税
の
お
知
ら
せ

町
・
府
民
税（
住
民
税
）の
申
告

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
在
住
で
、
平
成
20
年
中

に
給
与
、
年
金
、
営
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
方
の

う
ち
、
次
の
要
件
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
町
・
府
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

要
件

① 

給
与
所
得
者
で
、
給
与
支
払
報
告
書
が
事
業
所
か
ら
町
役
場

に
提
出
さ
れ
な
い

② 

給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
（
家
賃
な
ど
）
が
あ
る

③ 

公
的
年
金
受
給
者
で
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

を
受
け
る

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
わ
な
い

注
意
！
＝
次
の
要
件
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
不
要

① 

給
与
所
得
者
で
、
給
与
支
払
報
告
書
が
事
業
所
か
ら
町
役
場

に
提
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
他
の
収
入
が
な
い

②
公
的
年
金
収
入
だ
け
で
あ
る
（
※
２
）

③
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
う

申
告
時
に
必
要
な
も
の

① 

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
）

②
認
め
印

③
収
入
明
細
書
（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
、
帳
簿
な
ど
）

④ 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
税
の
領
収
書

⑤
生
命
保
険
料
、
地
震
（
損
害
）
保
険
料
支
払
証
明
書

⑥
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
な
ど

※
④
〜
⑥
は
各
控
除
に
該
当
す
る
方
の
み

申
告
期
限

３
月
16
日
月

問
・
提
出

税
務
室
住
民
税
グ
ル
ー
プ　

☎
９
５
６‒

２
１
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
１
４
３
）

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
に

は
、
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
！

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
で
、
税
源
移
譲
に
よ
っ

て
、
平
成
19
年
分
以
降
の
所
得
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

に
よ
る
減
税
額
が
減
少
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
分
を
翌
年
度
分

以
降
の
住
民
税
か
ら
減
額
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
ま
で
適
用
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

　

控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
毎
年
度
、
３
月
15

日
（
平
成
21
年
は
３
月
16
日
月
）
ま
で
に
「
市
町
村
民
税
道
府

県
民
税　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
方
法
（
提
出
書
類
・
提
出
先
）

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方
…

　

 「
年
末
調
整
で
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
い
納
税
者
用
」
申
告
書

に
源
泉
徴
収
票
の
原
本
を
添
付
し
て
、
１
月
１
日
現
在
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
ま
で
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
…

　

 「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
納
税
者
用
」
申
告
書

を
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務
署
ま
で
。

※ 

申
告
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、「
市
区

町
村
提
出
用
」
と
「
税
務
署
確
認
用
」
の
２
枚
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

▼ 

郵
送
提
出
で「
本
人
控
」に
収
受
印
が
必
要
な
と
き

は
返
信
用
封
筒
を

○ 

郵
送
提
出
す
る
方
で
、「
本
人
控
」
に
市
区
町
村
の
収
受
印

が
必
要
な
方
は
、「
本
人
控
」
と
返
信
用
封
筒
（
あ
て
先
を

記
載
し
80
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

確
定
申
告
書
と
と
も
に
申
告
書
を
税
務
署
に
郵
送
提
出
す
る

方
で
、「
本
人
控
」
に
税
務
署
の
収
受
印
が
必
要
な
方
は
、「
確

定
申
告
控
用
」
と
は
別
の
返
信
用
封
筒
（
あ
て
先
を
記
載
し

80
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
制
が
大
幅
に

拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
「
ふ
る
さ
と
」に
貢
献
し
た
い
、「
ふ
る
さ
と
」を
応
援
し
た
い
、

と
い
う
納
税
者
の
思
い
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
区

町
村
・
都
道
府
県
に
対
す
る
寄
附
金
税
制
が
抜
本
的
に
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。

制
度
の
概
要

　

市
区
町
村
・
都
道
府
県
に
対
す
る
寄
附
金
（
※
３
）
の
う
ち
、

５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
お

お
む
ね
１
割
を
上
限
と
し
て
、
所
得
税
と
合
わ
せ
て
全
額
が
控

除
さ
れ
ま
す
。

手
続
き

　

寄
附
金
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、寄
附
を
し
た
方
が
、

市
区
町
村
・
都
道
府
県
が
発
行
す
る
領
収
書
な
ど
を
添
付
し
て

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
住
民
税
の
申
告
は
不
要

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告

に
合
わ
せ
て
、
寄
附
金
税
額
控
除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
場
合
、
所
得
税
の
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

（
※ 

２
）
公
的
年
金
収
入
だ
け
の
方
で
、
確
定
申
告
の
必
要
の
な
い
方
が
、
町
・

府
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
に
お
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
、
扶
養
控
除
、

生
命
・
地
震
保
険
料
控
除
な
ど
を
申
告
さ
れ
た
場
合
、
申
告
し
な
い
場
合
に

比
べ
て
町
・
府
民
税
（
住
民
税
）
額
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
※ 

３
）
複
数
の
市
区
町
村
・
都
道
府
県
に
対
し
寄
附
を
し
た
方
は
、
そ
の
寄
附

金
の
合
計
額


